
田中 茂信 教授



昭和 32年 1月 兵庫県美方郡浜坂町（現新温泉町）に生まれる

50年 4月 鳥取大学工学部入学

54年 3月 鳥取大学工学部卒業

54年 4月 鳥取大学大学院工学研究科入学

56年 3月 鳥取大学大学院工学研究科修了

56年 4月 建設省土木研究所河川部海岸研究室研究員

59年 4月 建設省河川局海岸課係長

62年 4月 建設省北陸地方建設局羽越工事事務所事務所付け

62年 5月 建設省北陸地方建設局羽越工事事務所開発調査課長

63年 4月 建設省北陸地方建設局企画部建設専門官

平成 元年 4月 建設省北陸地方建設局企画部企画課課長補佐

2年 7月 建設省北陸地方建設局河川部河川管理課長

3年 4月 建設省北陸地方建設局河川部河川計画課長

4年 4月 建設省河川局海岸課課長補佐

5年 4月 建設省土木研究所河川部海岸研究室長

9年 4月  ㈶国土開発技術研究センター（調査第一部次長）

11年 12月 建設省中部地方建設局豊橋工事事務所長

15年 4月 国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所長

17年 4月 （独）土木研究所ユネスコセンター設立推進本部上席研究員(特命事項担当)

18年 3月
（独）土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センター水災害研究グ
ループ上席研究員（国際普及）

19年 10月 政策研究大学院大学連携教授

21年 7月
（独）土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センター水災害研究グ
ループ長

25年 8月 京都大学防災研究所教授（水資源環境研究センター地域水環境システム）

平成 5年 6月 土木学会海岸工学委員会委員兼幹事（平成　9年　5月まで）

9年 6月
土木学会海岸工学委員会研究現況レビュー小委員会委員（平成11年5月ま
で）

11年 6月 土木学会水理委員会河川部会委員（平成13年5月まで）

　　（学歴・職歴）

田中 茂信 教授　略歴

　　（学会・委員等歴）
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21年 11月 IHP分科会トレーニングコースWG委員会委員（平成26年3月まで）

22年 5月 日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会調査委員（平成26年3月まで）

22年 8月 日本学術会議連携会員（平成23年9月まで）

22年 8月
自然災害軽減のための国際協力のあり方検討委員会防災分野の国際協力に関
わる基本戦略分科会政策検討小委員会委員（平成23年9月まで）

24年 4月 名古屋大学客員教授（平成26年3月まで）

26年 4月 日本自然災害学会常務理事（令和2年3月まで）

令和 2年 4月 日本自然災害学会評議員（令和5年3月まで）

平成 26年 11月
一般財団法人河川情報センター水文・水理技術検討会委員(平成28年3月ま
で）

26年 11月 京都府建設交通部インフラ長寿命化計画策定委員会委員(平成27年3月まで）

27年 5月 近畿地方整備局総合評価委員会委員(令和4年3月まで）

27年 4月 近畿地方整備局福知山ブロック総合評価委員会委員(平成28年3月まで）

28年 9月 滋賀県公共事業評価監視委員会委員(令和3年7月まで）

令和 元年 6月 土木学会水工学委員会委員兼幹事（令和3年5月まで）

元年 6月 土木学会水工学委員会水害対策小委員会委員長（令和3年5月まで）

元年 12月
国土交通省水管理・国土保全局 中小河川の水害リスク評価に関する技術検
討会委員（令和3年3月まで）
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田中 茂信 教授 研究業績 

 

 

論  文（査読付き） 

1 田中茂信, 野田英明, 1982：底面波動境界層における乱れに関する研究,海岸工学講演会論文集, 29, 155-158 
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around Cape Aonae, Coastal Engineering Journal, 38, 2, 133-142 
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27 加藤史訓, 佐藤慎司, 田中茂信, 笠井雅広, 1997：砂浜海岸における植生の地形変化に及ぼす影響に関する

現地調査,海岸工学論文集, 44, 2, 1151-1155 
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